
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋といえば，読書の秋，食欲の秋，スポーツの秋…… 

みなさんはどんな秋を楽しみたいですか？ 

今回は，歴史・文化にふれてみようと，「博物館」をテーマ

に本を紹介
し ょ う か い

します。 

第 28号 

『博物館のバックヤードを探検しよう!』 
DK社／編，小林

こばやし

 玲子
れ い こ

／訳 河出書房新社 

 
博物館に保管される資料は，展示されるまでやその後も，学芸員の知識と 

技術と努力によって守られています。展示品の保存や修復，時には発掘
は っ く つ

作業を 

行ったり，本物そっくりのレプリカを制作したり，頭
ず

蓋
が い

骨
こ つ

から祖先の顔を推定し

て模型を作る「複
ふ く

顔
が ん

」など…その作業は実に様々です。この本では，それぞれの

専門家の仕事が迫力ある写真でのっています。 

ふだん見ることのできない博物館のバックヤードを知ると，新たな視点で 

展示品を楽しむことができるかもしれません。 

『あたまにつまった石ころが』  
キャロル・オーティス・ハースト／文，ジェイムズ・スティーブンソン／絵，千葉

ち ば

 茂樹
し げ き

／訳 光村教育図書 

 

子どもの頃から石を集め，まわりの人から「あいつはポケットにもあたまのなか

にも石ころがつまっているのさ」と言われるくらい，彼は石が好きでした。 

大
だ い

恐
きょう

慌
こ う

で失業し，どんな仕事でも引き受けていたときも，石を集め，石の本を

たくさん読み，仕事がないときは一日中科学博物館の石の部屋で過ごします。 

そんなある日，彼は博物館の館長と出会い，石の部屋で働き始めます。そうして， 

やがて館長から言われます。「ここに必要なのは、あたまのなかとポケットが石で

いっぱいの人。あなたみたいにね。」と。 

石への情熱
じょうねつ

を持ち続け，ついに科学博物館の館長になった人のお話です。 

2021 

秋 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://season-freeillust.com/autumn-frame.html&psig=AOvVaw0cFi4mIdEvvxsvH5PpH_ZT&ust=1631942231244000&source=images&cd=vfe&ved=0CAYQjRxqFwoTCPiK65ShhfMCFQAAAAAdAAAAABAZ
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『海の上の博物館』 行田ゆ き た

 尚
なお

希
き

／著 KADOKAWA 

 

 学生時代から学芸員になることを夢見ていた若
わ か

菜
な

は大学院を卒業後，叔母
お ば

の紹介で 

瀬戸内海
せ と な い か い

の小さな島に建つ市立博物館の臨
り ん

時
じ

職
しょく

員
い ん

として働き始めます。 

ところが，任された仕事はイメージしていた仕事からかけ離
は な

れた雑用
ざ つ よ う

や，博物館に 

やってくる近所の人たちの話し相手になることばかりでした。「こんなはずじゃなかっ

たのに。」と後悔
こ う か い

の波が押し寄せてくる日々を過ごす若菜。けれど，個性豊かな職員や

地元の人に囲まれて，博物館の仕事を知っていくうちに，若菜の心は少しずつ変わり 

始めます。 

京都市洛西図書館 

〒610-1143 

京都市西京区大原野東境谷町２丁目 1-2 洛西総合庁舎１階 

電話(075)333-0577  FAX(075)333-0887 

 

 

■開館時間 平日     ：午前９時 30 分～午後 7 時 30 分 

      土曜･日曜･祝日：午前９時 30 分～午後 5 時 

■休館日  毎週火曜日（火曜日が祝日の時はその翌平日） 

      年末･年始 

『なんで洞窟
ど う く つ

に壁
へ き

画
が

を描いたの?』五十嵐
い が ら し

 ジャンヌ／著，中島
なかじま

 梨
り

絵
え

／画 新泉社 

 

歴史部に所属している理乃
り の

は，文化祭で発表するテーマを考えていたとき，国立科

学博物館で開催
か い さ い

されている『ラスコー展』に行くことになりました。それをきっかけ

に，【ラスコー洞窟
ど う く つ

の壁
へ き

画
が

】の謎
な ぞ

に興味を持ち始めます。「なぜ暗い洞窟に絵を描いた

の？」「美術のはじまりは？人間ってなに？」と，次々とあふれ出す疑問を追いかけ，

理乃は実際にフランスまで壁画を観
み

に行きます。 

2万年前の人々が遺
の こ

した洞窟壁画やフランスの博物館を巡
めぐ

りながら，理乃の探
た ん

求
きゅう

心
し ん

はさらに高まっていくのです。 

京都市西京図書館 

〒615-8236 

京都市西京区山田大吉見町２０－３ 

電話(075)392-5558   FAX(075)381-8901 

 

 

■開館時間 平日     ：午前９時 30 分～午後 7 時 30 分 

      土曜･日曜･祝日：午前９時 30 分～午後 5 時 

■休館日  毎週火曜日（火曜日が祝日の時はその翌平日） 

      年末･年始 

『ヴンダーカンマー ここは魅
み

惑
わく

の博物館』樫崎
かしざき

 茜
あかね

／著，上路
う え じ

 ナオ子
こ

／画 理論社 

 

中学校の職場体験で自分たちの希望ではない「県立自然史博物館」へ行くことに

なった 5人。担当する仕事も魚類，古脊椎
こ せ き つ い

，鳥類，哺
ほ

乳
にゅう

類
る い

，無生物と 5人ばらばら。

博物館っていったい何をするのかよくわからないし，不安だし，あんまり関心もな

いし…。おまけに与えられた仕事は，漁港にグロテスクな深海魚を取りに行ったり，

フライドチキンを食べて骨を洗ったり。でも，それぞれの担当者は少し変わってい

る感じはするけれど，みんな疑問や質問に丁寧
て い ね い

にしっかり答えてくれる人ばかりで

した。ひとつひとつ博物館のことがわかってくると，5人の中にいろんなものに対

する興味だったり，他のものを思う気持ちがわいたり，ちょっとだけ自信がついた

り，と少し世界が広がります。 

「博物館って，こんなことするんだ」って，職場体験している気分にもなれますよ。 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，当面の間，平日は午後 7 時までの開館となります。 
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